
★「伊風堂々」：黒川小学校のオリジナルソング。平成17年度５・６年生全員が「ふるさと伊万里」のテーマ
で作った短歌から言葉を選んで作詞、学校サポーターが作曲。詳しくは黒川小学校ＨＰをご覧下さい。

平成21年
（2009年） 1月
第28号

12月補正額： ６億９,００４万円

予算総額：２０５億６,３１７万円
（対前年同期：△６億570万円、△2.9％）

特集

下水道使用料の改定に
ついて
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日 種 別 内 容

開 会

会議録署名議員の指名

１席 本会議 会期の決定

市長提出議案等33件 …… 一括上程

市長提出議案等の提案理由説明

3戚 本会議 議案等に対する質疑

4斥 本会議
議案等に対する質疑

議案の常任委員会付託

5昔 休 会 特別委員会（交通網・港湾･企業誘致対策）

8席 休 会 特別委員会（地域医療整備対策）

9惜 本会議 一般市政に対する質問

決議案の上程、討論、採決

10戚 本会議 一般市政に対する質問

11斥 本会議 一般市政に対する質問

12昔 休 会 常任委員会

15席 休 会 常任委員会

16惜 休 会 正副委員長会

常任委員会報告

常任委員会報告に対する質疑

特別委員会中間報告

18斥 本会議
決算審査特別委員会報告

特別委員会中間報告に対する質疑

決算審査特別委員会報告に対する質疑

議案の付議順序により討論、採決

閉 会

平成20年伊万里市議会第４回定例会
会 期 日 程

開議時刻 午前10時12月

議
案
質
疑

駅
ビ
ル
の
指
定
管
理
者

３
事
業
者
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
①
今
回
選
ば
れ
た
業
者
の
提
案
に
特

長
的
な
事
項
が
あ
っ
た
の
か
②
審
査
の
透
明

性
確
保
の
た
め
、
選
定
結
果
の
公
表
を
③
駅

ビ
ル
と
並
ん
で
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
図

書
館
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
状
況
か

①
産
業
部
長

②
総
務
部
長

③
政
策
経
営
部
長

①
具
体
的
な
提
案
は
あ
っ
て
い
な
い
が
、

市
と
連
携
し
て
利
用
促
進
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
を

行
う
と
の
言
及
が
あ
っ
た
。
②
業
者
の
事
業

計
画
や
採
点
表
な
ど
が
あ
る
が
、
非
公
開
と

す
る
理
由
も
な
く
公
開
対
象
と
な
る
。
③
教

育
委
員
会
で
は
「
導
入
し
な
い
」
と
の
結
論

が
出
さ
れ
て
い
る
。

暴
力
団
等
に
よ
る
暴
力
の

根
絶
に
関
す
る
決
議

こ
れ
ま
で
に
も
伊
万
里
市
・
市
議
会
は

「
暴
力
追
放
安
全
都
市
宣
言
」「
銃
器
等
犯
罪

の
根
絶
に
関
す
る
決
議
」
を
行
っ
て
き
た
が
、

県
内
外
で
暴
力
団
に
関
係
す
る
事
件
が
頻
発

し
て
い
る
。
関
係
機
関
の
総
力
を
結
集
し
安

心
・
安
全
の
社
会
環
境
の
実
現
を
図
る
こ
と

を
決
議
し
た
。

どうなる 黒澤明記念館？

前号で特集を組みましたが、12月８日に黒澤

財団田畑常務理事から説明を受けました。

● 記念館建設のために寄付を募ってきたが難

しかった。これまでに寄せられた寄付金は

凍結しており、再度の募金はしない。

● 映画を通じて社会文化に貢献する方向に転

換した。

● 黒澤明生誕100周年プロジェクト事業とし

てシネマワールドキャラバン活動（ショー

トフィルムコンベーション、アーチスト養

成、映画学校等）を通じて企業・映画界・

外国大使館などの協力を得て事業を成功さ

せたい。

● 翌日の新聞には「記念館来年３月着工、

2010年完成を目指す」との発表があった。

期待して見極めたいと思います。

議会ホットコーナー

質
問

答
弁

★平成21年第１回定例会は３月２日(月)開会予定です。

人権擁護委員の承認
原田奈生美氏、岩永孝雄氏
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下
水
道
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

12月議会の大きな論点に、下水道使用料・留守家庭児童クラブ利用料・市立幼稚園保

育料の値上げがありました。そのうち、下水道使用料に関して議会に提出された資料等を

共有したいと思います。

平成20年度末（見込み）
供用区域面積 1,027ha
供用区域人口 28,800人
水洗化人口 25,500人
水洗化率 88.5％
人口普及率 49.6％

※値上げは平成21年２月使用分（４月徴収分）からです。

算
出
条
件

月

額

世
帯
数

下水道

一般家庭

(25杉)

（改定前）

3,660円

（改定後）

4,040円

9,000世帯

42.3％

農業集落

排 水

世帯割

1,000円

4人×800円

＝3,200円

計4,200円

4,200円×

1.05

=4,410円

4,410円

500世帯

2.4％

合併処理

浄化槽

清掃手数料

52,500円

保守点検料

3,150円×4回

＝12,600円

電気代

5,400円

11条検査

4,000円

計74,500円

74,500円÷

12月

＝6,208円

6,208円

900世帯

4.2％

単独処理

浄化槽

清掃手数料

21,000円

保守点検料

3,150円×4回

＝12,600円

電気代

5,400円

11条検査

4,000円

計43,000円

43,000円÷

12月

＝3,583円

3,583円

1,000世帯

4.7％

簡易水洗

便 所

（3㍑×4人×30

日）÷18㍑＝

20

20×162円

×1.05

＝3,400円

3,400円

7,000世帯

32.9％

汲取り

世帯割

320円

4人×280円

＝1,120円

計 1,440円

1,440円

2,700世帯

12.7％

（注）下水道は25杉使用の場合、農業集落排水・簡易水洗便所・汲取りは4人使用の場合

注１：世帯数は平成20年３月31日現在：21,258世帯 注２：上記世帯数以外は、自家処理158世帯（0.8％）

下水道使用料の改定について

財 源 構 成

建 設 費 維持管理費

国 費
一般財源

市 費 公共下水道使用料
地 方 債

受益者負担金

★供用開始地区内で、下水道に接続している人の数。およびその割合



★



4

常
任
委
員
会
報
告

委員会に付託された条例議案1件、一般議

案1件、補正予算議案1件について慎重審査の

結果原案のとおり可決すべきものと決定しま

した。

議案第107号の伊万里市税条例の一部を改

正する条例については、地方税法の改正に伴

い、また県条例との整合性を考えて、改正さ

れたものである。これまで、県、市に対する

寄付金の中で、5,000円を除く分が税額控除

の対象であったものが、その対象範囲が広域

的なものになり、大学他、学校法人、団体等

に対する寄付金についても税額控除の対象と

なるもので、4月から適用される。

議案第123号の字の区域の変更については、

南波多町地内において国土調査法に基づき実

施中の地籍調査事業に伴い、地方自治法第

260条第1項の規定により変更することとなっ

た。

補正予算議案歳入全款の中で生活保護費負

担金の増額が目につく。特に医療費扶助に関

してはその6割以上が高齢者が対象となって

いることから、地域内における医療施設の充

実はもちろんのことであるが、予防医療の為

に市民意識の高揚とその対策が必要と考えら

れる。また新規としての病後児保育事業には、

県補助金、524千円の予算がつき、5月から利

用者の事前登録も始まる予定である。

総務管理費の中で、庁舎冷房空調設備費

7,875千円の補正を認めた。本来5年に1回の

割合で見直しを行って来たところであるが、

ターボ冷凍圧縮機に経年劣化が見られること

から21年夏場の冷房稼働前に全分解整備を行

うこととなっている。

昨年新規採用されたふるさと応援基金に今

回全国から16件の応募があり、市財政運営状

況が益々厳しくなっていく現状の中で多くの

寄付金が寄せられることは大変歓迎されるこ

とで更なる呼びかけと、この主旨、目的の徹

底を求めたところである。

諸支出金については、市民病院負担金の救

急医療の確保に要する費用として50,942千円

を認めた。現在市民病院は平成23年有田町共

立病院との統合に向け、着々と準備を進めて

いるところであるが、緊急性のあるものや新

病院につながる予算関係は認められるものの、

不必要な支出は極力抑さえるようにとの意見

が出された。

消防に関しては、火災概要、救急救助業務

の説明を受けたところであるが、ただ火災発

生件数が昨年の同時期と比較して15件もの増

があり、出火原因として放火と放火の疑いが

12件と驚くほどの状況で市民への防火対策を

警察と協力して徹底的に行っているとのこと

である。

また救急出動数は減少の傾向にあるものの、

急病による出動は全体の50％以上を占め、搬

送病院先については西部医療圏内が80%を超

えているとの報告を受けた。

総務委員会
★所管 総務部、政策経営部、市民部（戸籍･住民登

録等）、会計課、消防本部、選挙管理委員会、
監査委員、他の委員会に所属しない事項

◎笠原 義久 ○樋渡 雅純
前田 教一 多久島 繁 松永 孝三
船津 賢次 前田 久年 下平 美代

煙体験ハウス
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当委員会に付託された条例議案２件、一般
議案７件、予算議案５件について審査の結果、
原案のとおり可決すべきものと決定しました。
①留守家庭児童クラブ利用料・市立幼稚園保
育料の値上げ：平成16年に策定した「伊万
里市財政健全化計画」では18年度から値上
げし21年度には留守家庭児童クラブは月額
4,000円、幼稚園は月額１万円となる予定だ
ったが延期。18年度策定の「第２次財政健
全化計画」に則って段階的に実施。事業に
おける公費に対する保護者の負担割合につ
いて国の指針では50％となっているが、現
状では約35％であり、値上げ後は約44％と
なる見込み。市内クラブの状況や県内他市
の状況などについての提出資料をもとに、
値上げは止むを得ないとの結論に至った。
特に留守家庭児童クラブでは長期休暇中の
みの一時利用者が、終業式・始業式に利用
できない事についての問題提起があり、こ
の冬休みからの対応がなされる事になった。
空調施設整備の均衡化への意見もあった。

現 行 ４月から
留守家庭児童クラブ 月額3,000円 3,500円
８月のみ 〃 5,000円
長期休暇中の１日利用 日額200円 300円

市立幼稚園（黒川･波多津東）月額7,000円 8,000円
預かり保育 日額300円 400円

※クラブ利用２人目以降は半額
②指定管理者の指定：老人センター、３老人
憩いの家、伊万里市ハートフルセンターひ
まわり園について３年間の指定期間が切れ
るため指定を更新。ひまわり園は前回公募
であったが、今回は非公募となった。★

③補正予算：懸案だった病後児保育について、
前田病院の旧院施設で実施して頂けること
になり、そのための施設整備補助金141万７
千円。看護師と保育士の２人体制により定
員2名で来年７月開設予定。また１月17日に
北京オリンピック女子ソフトボール日本代
表選手を招いて開催する「スポーツフェス
タin伊万里」への補助金30万円。実技指導
要請の意見があった。
④その他：市民病院小関院長に出席をお願い
し、医師確保の苦労やＯ－157発生時の抗生
剤使用不使用について率直な意見交換がで
きた。

文教厚生委員会
★所管 市民部（保健・福祉・環境・人権同和）、

教育委員会、市民病院

◎岩橋 紀行 ○山増 秀明
占野 秀男 高木 久彦 島田 布弘
田中 啓三 福田 喜一 盛 泰子

★ 詳細については、市のホームページにある「指定管理者制度」をご参照ください。

行政視察（10月29日戚～11月１日析）報告
愛知県東海市、三重県亀山市・鳥羽市、名

古屋市を訪問し研修しました。そのうち亀山
市と鳥羽市について報告します。

（１）三重県亀山市（総合環境センター）
平成12年に稼動したガス化溶融炉方式のご

み処理施設。当時県が進めていたＲＤＦ方式
では完全最終処分ができないこともあり、高
温溶融方式に決定。多様なごみを一括処理出
来る点と焼却後に出るスラグやメタルの再資
源化が可能なことが特長であり、更に熱エネ
ルギー利用の発電も可能。また隣接する旧環
境センター最終処分場の埋設物を掘り起こし
て溶融中。この方式による最終処分は溶融飛
灰のみであり最終処分場の延命化が図られる
点や、クローズドシステムの最終処分場など、
大変参考になった。

（２）三重県鳥羽市（リサイクルパーク）
家庭ごみの発生・排出抑制やリサイクルの

推進を目指して、整備計画の段階から住民の
意見を聞きながら取り組み、管理運営をＮＰ
Ｏに委託。資源回収のためのブースが設置さ
れ、開設時間内は自由に搬入でき紙類は商店
会で使えるポイントを加算。また生ごみ堆肥
化の取り組みは、１時間程度の生ごみ堆肥化
講座を受講した人が、プラスチック製のケー
ス「ひなたぼっこ」と床材（微生物）を使用
し家庭で２～３ヶ月かけて一時処理した生ご
みを搬入し堆肥化するシステム。ＮＰＯの皆
さんの生き生きとした活動状況が印象的だっ
た。
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産業建設委員会
★所管 産業部、農業委員会、建設部、水道部

当委員会に付託された条例議案１件、一般

議案10件と一般会計補正予算及び５特別会計

補正予算について審査の結果、原案の通り可

決すべきものと決定いたしました。

主な審査内容は次のとおりです。

「下水道使用料金の改定について」
昭和63年の供用開始以来３回目の改定であ

る。今回は平均改定率8.29％の値上げである

が利用者と公費負担のバランスを図るために

も使用料の改定は必要と認めた。

委員：今議会で、市民に直接関係する留守家
庭児童クラブや市立幼稚園保育料の値

上げもあり、その中で下水道料金も値

上げということだが、値上げの前に、

未収金・未納はどうなっているのか、

未収金の回収については。

下水道課長：下水道課の職員、それに建設部
の他の課の職員の応援を受けて、夏

場・年末・年度末の年３回、約10班編

成をして未納者宅に戸別訪問をしなが

ら徴収に回っている。今後も訪問を強

化して収納率を上げたいと考えている。

委員：公共下水道事業は本来受益者負が基本
であり、ま

た下水道の

水洗化率は。

部長：昨年
度末で供用

している区

域で88.22％

である。

「指定管理者の指定について」
一般議案については指定管理者制度を導入

して行う公的施設の内、新規又は今年度末で

指定期間が満了するものについて審査を行っ

たが、選定の理由や評点を公表し、制度運用

の透明性をなお一層確保されることを望むよ

う意見要望を付した。

委員：今回伊万里市東駅ビル及び伊万里市西
駅ビルは初めての指定管理者制度への

移行ですが、決定された内容・評価等

については。

副部長（商工観光課長）：３企業団体からの提
案があり、その中で総合的な評価で産

業部あるいは市の選定委員会にかけて

最終決定を行った。

委員：選定委員会は庁内の内部だけか、組織
のメンバーは。

副部長（商工観光課長）：副市長をトップに関
係部長等で組織している。今議会で承

認いただければ詳細については協議に

入り、利用促進について検討する。

「一般会計補正予算について」
「有害鳥獣対策事業（205万円）」当初予算

で1,000頭分の予算措置であったが820頭増

分の補正が必要になった。

「ツル越冬事業について」
委員：伊万里市はツルの誘致を行っているが、

長浜干拓周辺と対岸等に野鳥（カモ）

の被害が農産物に出ているとの声があ

り、今後農家への配慮が必要と考える。

またブロイラー（市内で19戸・48万

羽飼育）農家の経営を行う中で鳥イン

フルエンザの発生が危惧されおり、今

後の対応は。

副部長（農山漁村整備課長）：まだそういう報
告はされていないが、今後注意を払い

ながら、対応していきたい。

◎前田儀三郎 ○渡邊 英洋
松尾 雅宏 松尾 博幸 草野 譲
堀 良夫 内山 泰宏 浜野 義則

伊万里駅ビル周辺

伊万里浄化センター
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特
別
委
員
会
報
告
・
議
会
運
営
委
員
会
報
告

交通網、港湾、企業誘致対策調査特別委員会
１．西九州自動車道の整備について
唐津伊万里道路については、南波多町水留、

重橋、谷口及び古里地区において用地説明会
が開催され、引き続き用地買収を計画されて
いる。南波多町高瀬地区において施工されて
いる住吉橋、高瀬橋の下部工については橋脚
の型枠作業等が行われており、切土・盛土の
施工により西九州自動車道はその容貌を表し
つつある。今回初めて現地調査を行い説明を
受けた。伊万里道路は地質調査や設計業務が
行われており、伊万里松浦道路は用地買収の
継続と工事が発注されている。
なお、本委員会は伊万里・平戸・松浦市議

会西九州自動車道建設促進協議会の構成員と
して本年10月16日に国土交通省九州地方整備
局に、11月26日、27日には国土交通省・財
務省及び佐賀・長崎両県選出の国会議員に対
し建設促進の要望活動を行ったところである。
また、12月14日には西九州自動車道（伊万里
市域）の着工式が南波多小学校体育館で開催
されている。

２．港湾の整備について
七ツ島工業団地の多目的国際コンテナター

ミナル整備については、ケーソン７函の据え
付けの発注が予定されている。
また、久原北地区航路の水深マイナス10ｍ

浚せつも引き続き行われており港湾機能の強
化が図られている。

３．企業誘致について
本年４月から11月までに、企業訪問・来訪

による立地勧奨は21社に対し延べ31回、立地
企業に対するフォローアップは22社に対し延
べ104回行われており、新規の進出企業とし
て、11月に㈱エレテックが伊万里市企業活動
支援センターへの第１号の入居者となり進出
している。
さらに、企業誘致を推進するには厳しい経

済環境となっているが、安心して働くことの
できるまちを創出するためにさらなる努力を
期待する。
なお、第４工業用水道建設事業の締切堤に

ついて現地調査を行い工事の進捗状況につい
て説明を受けた。現在、締切堤の変位に係る
対策工事が施工されており、来年７月の工業
用水の供給開始に向け鋭意努力されている。

◎草野 譲 ○樋渡 雅純 松尾 雅宏
渡邊 英洋 高木 久彦 島田 布弘
福田 喜一

西九州自動車道（伊万里市域）着工式 平成20年12月14日

議会運営委員会
前号でも報告したとおり、引き続き議会運

営・改革についての検討を行っています。
会派について
現在、会派の実態がないという鹿島市議会

を訪問。会派導入および再検討の事情に詳し
い橋爪議長・中村副議長・澤野事務局次長・
江口管理係長の出席を得て、率直な意見交換
ができた。
平成９年に導入した際、少数会派の尊重が

条件だったために、１人会派からも会派代表
者会議への参加を認めたため、少数意見が強
くなる現象がおきた。また議案への賛否等を

巡って６年間に20回の会派移動があり、その
対応が大変だった。これらの状況を経て平成
14年以降に再検討を行い、15年の改選後から
常任委員会・議会運営委員会委員の会派から
の選出をやめた。制度そのものは残したが、
現在、会派届出もなく実態として無い状況で
ある。
１月には、合併後に会派を新しく設けた神

埼市議会を訪問する予定。

◎盛 泰子 ○前田 久年 松永 孝三
松尾 博幸 船津 賢次 内山 泰宏
岩橋 紀行 田中 啓三 浜野 義則



8

特
別
委
員
会
報
告

地域医療整備対策調査特別委員会

1.新病院建設における進捗状況等について
新病院建設に向け、用地交渉・インフラ整

備に係る協議等の事務処理がなされていると
ころです。
用地交渉については、病院用地の買収が予

定より遅れていますが、来年3月下旬までに
契約を完了し、来年4月から造成工事に着手
する見込みとなっています。
病院建物については、審査委員会において

プロポーザル方式により選出された業者は、
10月23日の推進協議会の承認を経て11月20
日に基本設計業者との業務委託契約が締結さ
れました。建設コスト削減と工期短縮、さら
には病院建設の実績・実施体制等が審査にあ
たって高く評価されたからです。
2.新病院建設に向けて
平成23年4月開院を目指して、平成21年12
月から建設工事に着工する予定となっていま
す。そこで基本設計においては、医療現場の
各部会から成る建設プロジェクト委員会（仮
称）を設置して設計協議を行い、医療現場の
考えを設計に反映させていくことが予定され
ています。
経営形態については、公的病院経営が厳し

い状況に置かれ、改革ガイドラインが示され
ているが、地方公営企業法の全部適用や将来
的に地方独立行政法人化も視野に入れた検討
が早い段階で必要として鑑み、本委員会とし
ても議論を重ね、一定の見解を持ちたいと考
えています。
3.先進地視察について
①山口県萩市（萩市民病院）
山口県の日本海側で唯一の公的病院で100

床を有する。医師会、住民、議会、行政の4
者で小児科医確保に向けた取り組みがなされ、
平成16年には小児科が開設される。翌年には
小児専用病床も設けられた。
医療計画自体の考え方が病床数という量的

管理から提供される医療そのものの質的管理
へと変わる中、医療計画における4疾病5事業
に対する位置づけが重要であり、専門医の数
が大切になるとの説明を受ける。投資すべき
ところはしっかりと投資を行い、そこで提供

すべき医療機能を明確に形成しておく必要性
を認識した。

②大分県中津市（中津市民病院）
国立病院から経営移譲を受けた病床数250

床の病院である。総合病院化するのではなく、
診療機能の分化を図り、地域全体で総合病院
としての機能を営ませるという、いわゆる
「地域完結医療」への先駆的な取り組みはこの
病院の大きな特徴としてあげられる。又、こ
の病院においても医師不足は深刻な問題とな
っており、医学生を対象とした奨学金制度や
院内保育所の設置など、医師確保を最優先課
題とした積極的な取り組みがなされている。
可能な限りの地域医療完結型の医療提供体制
を目指すことが必要であることを認識した。
③福岡県八女市（公立八女総合病院）
診療科19、病床数330床体制で八女地区に

おける高度医療を提供している。迅速な経営
判断とその責任の明確化、成果主義への人事
給与制度改革が必要であるという考えから、
地方公営企業法を全部適用し経営転換を図っ
ている。公的病院経営における危機的状況を
乗り越えるためには、経営体制と人事給与制
度の同時改革が必須であり、運営組織から経
営組織への転換が最優先事項であると説明を
受けた。経営形態として、地方公営企業法の
全部適用のみでは意味をなさず、これに伴う
組織改革が必要であることを認識した。

◎堀 良夫 ○多久島 繁 占野 秀男
山増 秀明 笠原 義久 前田儀三郎
下平 美代

萩市民病院
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委
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報
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平成19年度伊万里市一般会計及び特別会計決算審査特別委員会
本委員会に付託された19年度一般会計並び

に国民健康保険、介護保険、立花台地開発、
公共下水道、農業集落排水、市営駐車場及び
老人保険の７特別委員会決算認定について、
11月11日、12日、13日、14日及び17日に
委員会を開催し慎重審査の結果、これを認定
すべきものと決定いたしました。なお、審査
の概要及び意見、要望は、次のとおりである。
一般会計決算について
歳入歳出予算236億7,048万2,8520円に対

し、収入総額236億5,571万8,381円、支出
総額233億3,793万3,013円で、形式収支、
実施収支ともに前年度に引き続き黒字決算と
なっている。
歳入では、個人市民税や固定資産税の増加、

特に法人市民税の大幅な増加がみられた。歳
出では、各種補助金や経常経費の削減、抑制
が図られ財政運営に当られたことは評価でき
る。
次年度以降においても、大型プロジェクト

を控えており、限られた財源を有効に活用し
重点的かつ効率的配分と、更なる経費節減に
なお一層の努力を望むものである。

特別会計決算について
７特別会計のうち、５会計が赤字決算とな

っている。国保会計では、２億2,278万
4,205円の赤字決算となっている。国保税の
収入未済額が７億1,112万4,092円となって
おり、収入未済額の解消に継続的な取組みを
望むものである。
公共下水道会計では、１億7,877万7,473

円の赤字決算となっている。受益者負担金の
収入未済額が年々増加傾向にあり、対策を講
じ滞納額の減少に努められるとともに、水洗
化率が88.22％であり水洗化率の向上に努め
られたい。
農業集落排水会計では、4,203万9,638円

の赤字決算となっている。水洗化率が井手野
地区72.93％、宿地区66.46％と低い状況に
ある。
使用料収入の安定的確保と水洗化率の向上

に更なる努力を望むものである。

平成19年度伊万里市企業会計決算審査特別委員会
本委員会に付託された平成１９年度の水道

事業、工業用水道事業及び市民病院事業の決
算について、11月10日から12日までの３日
間に亘り決算審査会を実施し次の意見要望を
付し認定すべきものと決定いたしました。

意見要望
１、 水道事業特別会計決算について
当概年度の純利益は前年度と比較して約

2,500万円増加しているものの、有収率は上
水道、簡易水道共に84％台で推移している。
漏水防止対策や老朽管布設替工事等により更
なる有収率の向上を期待する。

２、 工業用水道事業特別会計決算について
企業等の進出による工業用水の需要増と償

還金の減少により、６年振りに純利益を計上

する事となった。
今後とも効率的運営により累積欠損金の解

消に努められたい。

３、 国民健康保険病院事業特別会計について
厳しい経営が続く中で、病院関係者一丸と

なって経費の節減や医業収入に取り組まれた
経過は評価される。
しかしながら純損失を計上する結果となっ

ており、累積欠損金は更に増加している。こ
の現状を重く受け止め経費節減はもとより、
健康診断医療拡大等による経営健全化にむけ
て尚一層の努力を要望する。

◎高木 久彦 〇松尾 博幸 多久島 繁
松永 孝三 船津 賢次 草野 譲
内山 泰宏 岩橋 紀行 盛 泰子

◎島田 布弘 〇松尾 雅宏 前田 久年
渡邊 英洋 山増 秀明 堀 良夫
笠原 義久 福田 喜一 下平 美代
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一
般
質
問
事
項

一 般 質 問 （質問順）

議員名 質 問 事 項 議員名 質 問 事 項

１．ＦＡ制度の実績について
２．黒澤明記念館建設について
３．八谷搦地区の調整池の問題につい
て

１．圃場入口道整備事業の創設につい
て
２．環・伊万里湾の発展を求めて

田中 啓三

（一問一答）

１．来年度予算編成に向けて

(1) 各部要求状況の公開

２．契約のあり方について

(1) 年度末から年度初めの状況

(2) 今後へ向けて

３．県への要請事項について

(1) 前田家住宅

①導水についての検討状況

②「22世紀に残す佐賀県遺産」と

して

(2) 信号機の設置

①今年度の設置状況と今後の見通

し

②道路建設事業との一体化

(3) 県地域防災計画の改訂

①原発事故における風評被害対策

盛 泰子

（一問一答）

草野 譲

（一問一答）

１．新病院建設におけるこれまでの進

捗状況とこれからの展望について

(1) 開院までの一連のスケジュールに

ついて

(2) 総事業費はどれくらいか

(3) 新病院の経営形態はどのような形

態をお考えか

(4) 国道202号からの取付道路について

２．法定外公共物について

(1) 市内全体での面積について

(2) これまでの払い下げの申請について

多久島 繁

（一問一答）

１．久原大踏切の危険性について

２．伊万里・有田地区統合病院整備事

業の進捗状況について

３．新型インフルエンザにおける市の

取り組み方について

笠原 義久

（一問一答）

高木 久彦

（一問一答）

１．第４工水堤防工事事故の真相、原

因、責任問題等について

１．第４工業用水道貯水施設工事について

２．老人クラブ及び婦人会の育成について

浜野 義則

（一問一答）

１．地域交通支援モデル事業について

(1)前回の質問で市は十分な支援・協

力をしていくと回答されたが、そ

の後どのように関わってきたのか

(2)地元協議会において事業計画がま

とまりつつあるが、市は計画内容に

ついてどのように捉えているのか

(3)来年４月から試験運行が実施される

予定になっているが、市はどのよう

な指導・支援を考えているのか

(4)試験運行後の地区外への乗り入れ

はどの範囲で可能なのか

(5)仮に走行試験の結果、不備・不具

合が出た場合、事業の変更等が可

能なのか

(6) 試験運行後の県の支援はどのよう

になるのか

(7) 事業運営で債務等が生じた場合、

どこが対応するのか

(8) この種の事業は市が事業主体にな

って取り組んだ方がよいと思うが、

市の見解は

山増 秀明

（一問一答）

１．本市への景気悪化の影響と対応に
ついて
(1) 雇用
(2) 営業
(3) くらし
２．資格証明書（国保）の交付について

船津 賢次

（一問一答）

１．限界集落とよばれる地域の活性化
２．自殺の予防と対策

下平 美代

（一問一答）

１．地デジ放送への円滑な移行の推進
について
(1)難視聴地域への対応
(2)高齢者、障がい者等への細かな相
談・説明体制を

(3) 行政支援
２．「定額給付金」について

樋渡 雅純

（一問一答）

★H16年６月議会から、議会改革の一環として、一般質問のやり方を一問一答方式か総括方式かの選択制に
しています。持ち時間は60分です。
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計
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理
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
た

い
。

田
中

啓
三

こ
の
制
度
は
、
職
員
一

人
ひ
と
り
が
仕
事
を
通
し
て
、

能
力
の
開
発
と
意
欲
向
上
、
職

場
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
制
度
の
成

果
と
勤
務
実
態
な
ど
、
ど
の
様

に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
部
長

希
望
の
職
場
に
行
き
、
実
績

を
上
げ
ら
れ
て
い
る
方
も
い
る

が
、
決
し
て
そ
う
で
な
い
場
合

も
あ
る
の
で
今
後
と
も
勤
務
実

態
、
職
場
で
の
問
題
点
も
合
せ

て
、
再
度
職
員
へ
の
指
導
と
制

度
の
充
実
を
計
っ
て
い
き
た

い
。

黒
澤
監
督
の
生
誕
１
０

０
周
年
記
念
事
業
の
中
で
企
業

等
か
ら
の
協
賛
を
受
け
な
が

ら
、
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
、
そ

の
中
で
記
念
館
建
設
を
行
う
と

山
増

秀
明

質
問

国
は
食
糧
輸
入
国
か
ら

脱
却
し
て
食
料
自
給
率
50
％
の

回
復
を
目
指
し
た
い
と
表
明

し
、
耕
作
放
棄
地
の
農
地
へ
の

再
生
や
安
定
し
た
農
業
経
営
の

た
め
の
緊
急
支
援
対
策
を
考
え

て
い
る
が
、
も
っ
と
全
農
家
に

関
わ
る
支
援
が
望
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
支
援
の
一
助
の
策
と

し
て
農
地
の
維
持
活
動
を
高
め

る
た
め
の
圃
場
入
口
道
や
畦
道

等
の
不
陸
補
修
、
急
傾
斜
や

の
解
消
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
補
助
事
業
の
創
設
が
で
き

な
い
か
。
又
は
、
小
規
模
土
地

改
良
事
業
の
拡
大
に
よ
る
対
応

は
で
き
な
い
か
。

産
業
部
長

市
長

既
設
の
事
業
対
応
は
困
難
で

す
。
こ
の
こ
と
は
食
用
自
給
率

向
上
の
観
点
か
ら
国
の
施
策
に

対
す
る
要
望
と
し
て
も
検
討
し

た
い
。

質
問

市
政
の
主
要
な
柱
と
し

て
伊
万
里
湾
の
開
発
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
時
宜
を
得
て
、

産
業
経
済
の
発
展
や
観
光
振
興

等
の
一
体
的
浮
揚
を
図
る
た
め

伊
万
里
、
松
浦
両
市
の
構
成
に

よ
る
環
・
伊
万
里
湾
核
都
市
研

究
会
が
発
足
し
た
。
本
会
の
進

展
を
多
い
に
期
待
し
て
い
る
が

こ
れ
迄
の
協
議
、
合
意
成
果
を

示
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
次
の
三
点
に
つ
い
て
協

議
課
題
と
し
て
提
案
し
た
い
。

①
コ
ン
テ
ナ
基
地
の
将
来
を
両

市
に
跨
る
工
業
団
地
開
発
と
併

せ
考
え
て
は
ど
う
か
。
②
本
市

西
部
地
域
と
松
浦
市
及
び
島
嶼

地
域
を
対
象
に
、
浦
之
崎
社
会

保
険
病
院
と
松
浦
市
民
病
院
と

の
統
合
も
視
野
に
入
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
③
北
松
地
域
を
対

象
と
し
て
農
業
高
等
専
門
学
校

が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

政
策
経
営
部
長

現
状
把
握
、
課
題
整
理
の
順

序
で
展
開
し
て
お
り
提
案
は
協

議
会
進
度
の
中
で
テ
ー
マ
と
し

て
考
え
た
い
。

船
津

賢
次

派
遣
社
員
な
ど
非
正
規

社
員
の
解
雇
が
大
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
正
規
も
非
正
規
も
働

か
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
。

師
走
の
寒
空
に
放
り
出
さ
れ
る

非
正
規
社
員
の
こ
と
を
思
う
と

胸
が
痛
む
。
企
業
は
社
会
的
責

任
を
果
た
す
べ
き
だ
。
ま
た
国

も
企
業
に
対
す
る
指
導
・
監
督

を
強
化
す
べ
き
だ
。

①
伊
万
里
市
に
お
い
て
も
、

サ
ム
コ
等
で
派
遣
社
員
の
削
減

が
計
画
さ
れ
実
施
さ
れ
て
い
る

と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。

②
雇
用
は
労
働
者
に
と
っ
て

死
活
の
問
題
で
あ
る
。
困
っ
て

い
る
人
の
相
談
に
の
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。「
相
談
窓

口
」を
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

産
業
部
長

①
佐
賀
県
で
５
９
４
人
（
厚

労
省
調
査
）
と
発
表
さ
れ
て
い

る
。
市
町
別
、
企
業
別
に
は
公

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

黒
澤
記
念
館
建
設

Ｆ
Ａ
制
度
の
実
績

答
弁

答
弁

圃
場
入
口
道
整

備
事
業
の
創
設

答
弁

質
問 環

伊
万
里
湾
の
発
展

を
求
め
て

八
谷
搦
地
区
調
整

池
問
題

質
問

答
弁

本
市
へ
の
景
気
悪

化
の
影
響
と
市
の

対
応
に
つ
い
て

★市議会会議録は、市役所１階の市民情報コーナーで閲覧が、市民図書館で閲覧と貸出ができます。
平成15年度以降の分は、市のＨＰで検索することができます。
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答
弁

★過疎化などで人口の５０％が６５歳以上の高齢者になり、社会的共同生活が困難になった集落

①
伊
万
里
市
内
の
自
殺

実
態

②
心
の
健
康
の
取
り
組

み

③
自
殺
を
防
ぐ
相
談
窓
口

の
設
置

④
遺
族
・
家
族
の
ケ

ア

⑤
予
防
の
啓
発

市
民
部
長
・
総
務
部
長

①
伊
万
里
市
の
実
態
は
警
察

よ
り
開
示
が
な
か
っ
た
た
め
、

県
の
実
態
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
る
伊
万
里
市
の
実
態
、
県
19

年
度
自
殺
者
２
４
９
人
。
伊
万

里
市
２
０
０
２
〜
２
０
０
４
年

平
均
、
13
・
７
人
。

②
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
心

の
病
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
対
策

と
し
て
心
と
体
の
健
康
づ
く
り

事
業
を
し
て
い
る
。

③
税
務
課
の
多
重
債
務
相
談

や
市
の
相
談
窓
口
の
横
の
連
携

を
検
討
し
た
い

④
・
⑤
県
事
業
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
等
を
誘
致
し
遺
族
の
ケ
ア
啓

発
に
努
力
す
る
。

樋
渡

雅
純

①
こ
の
給
付
金
に
つ
い

て
は
、
急
激
な
物
価
高
と
所
得

の
伸
び
悩
み
に
苦
し
む
家
計
を

応
援
す
る
生
活
支
援
と
景
気
の

先
行
き
不
安
に
対
応
す
る
経
済

対
策
を
意
味
す
る
が
、
本
市
で

の
試
算
は
。
②
無
事
故
・
ス
ム

ー
ズ
な
運
用
・
迅
速
な
対
応
に

万
全
を
尽
く
す
べ
き
で
は
。

政
策
経
営
部
長

①
給
付
金
１
人
１
万
２
０
０

０
円
、
65
歳
以
上
、
18
歳
以
下

２
万
円
で
見
込
み
は
８
憶
９
２

０
０
万
円
。
②
前
回
Ｈ
10
年
度

の
事
務
を
参
考
に
、
４
部
10
課

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

置
、
情
報
の
共
有
・
意
思
統
一

を
図
り
万
全
で
臨
む
。

①
市
の
活
性
化
に
ど
う

有
効
に
反
映
で
き
る
か
知
恵
と

工
夫
が
大
事
。
市
の
考
え
は
。

②
今
回
の
「
定
額
給
付
金
」
に

つ
い
て
の
期
待
は
。

産
業
部
長
・
市
長

①
活
用
を
促
す
こ
と
は
重
要

な
事
で
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
、
地
域
通
貨
の
発
行
、
割
引

き
セ
ー
ル
の
実
施
な
ど
取
り
組

み
要
請
も
あ
る
。商
工
会
議
所
、

商
店
街
な
ど
関
係
者
と
連
携
を

図
り
実
効
性
あ
る
も
の
に
し
た

い
。
②
生
活
支
援
と
し
て
は
あ

り
が
た
い
。
中
身
に
つ
い
て
は

少
し
市
に
投
げ
か
け
て
ほ
し
い

部
分
も
あ
る
が
、
地
域
の
経
済

に
波
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
ア
イ
デ
ア
の
余
地
は
ま
だ

あ
る
。
独
自
に
進
め
て
い
け
る

か
検
討
し
た
い
。

２
０
１
１
年
７
月
24
日

で
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
切
り
換
わ

り
、
電
波
の
有
効
活
用
と
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
が
期
待
さ
れ
る
。

情
報
が
届
き
に
く
く
、
説
明
会

等
に
参
加
で
き
な
い
方
に
、
ど

う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
の
か
。

総
務
部
長

国
も
Ｈ
21
年
度
に
「
受
信
者

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
県
に
設
置

予
定
と
し
て
い
る
。
今
後
市
も

ど
う
い
う
方
法
が
考
え
ら
れ
る

か
、
国
と
協
調
し
な
が
ら
や
っ

て
い
き
た
い
。

表
し
な
い
と
い
う
方
針
で
あ

る
。

市
長

②
市
民
サ
ー
ビ
ス
係
内
に
生

活
支
援
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
雇
用

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
い
。

（
12
月
15
日
、
失
業
者
等
緊
急

相
談
窓
口
を
設
置
）

「
無
保
険
の
こ
ど
も
」
問

題
が
全
国
紙
で
大
き
く
報
道
さ

れ
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

当
市
で
の
資
格
証
明
書
の
交
付

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
民
部
長

交
付
世
帯
総
数
２
２
１
世

帯
、
子
ど
も
の
い
る
世
帯
15
世

帯
、
内
訳
は
乳
幼
児
１
人
、
小

学
生
17
人
、
中
学
生
６
人
、
高

校
生
６
人
、
計
30
人
と
な
っ
て

い
た
が
、
そ
の
後
の
納
税
相
談

で
現
在
は
乳
幼
児
０
人
、
小
学

生
10
人
、
中
学
生
４
人
、
高
校

生
４
人
、
計
18
人
と
減
少
し
て

い
る
。

下
平

美
代

①
伊
万
里
市
内
に
限
界

集
落
が
あ
る
か
。
②
中
山
間
地

の
交
通
手
段
の
確
保
は
。

政
策
経
営
部
長
・
市
長

①
伊
万
里
市
に
は
65
歳
以
上

の
人
が
集
落
の
半
分
以
上
の
所

が
３
集
落
あ
る
。
し
か
し
共
同

生
活
が
営
め
な
い
集
落
は
な

い
。②

市
街
地
か
ら
離
れ
た
集
落

で
、よ
か
村
座
談
会
を
開
催
し
、

要
望
の
多
い
交
通
問
題
に
つ
い

て
、
い
ま
り
ん
バ
ス
の
田
舎
版

と
し
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

案
と
し
て
市
を
３
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、
週
２
回
の
運
行
を
検
討

し
て
い
る
。
し
か
し
枠
内
か
ら

外
れ
る
遠
隔
ミ
ニ
集
落
に
つ
い

て
は
予
約
制
タ
ク
シ
ー
等
も
考

え
、
市
街
地
の
人
の
受
け
る
恩

恵
と
格
差
が
な
い
よ
う
考
え
を

進
め
て
い
る
。

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

定
額
給
付
金

答
弁

質
問

限
界
集
落
の
活

性
化

自
殺
予
防
と
対
策

質
問

資
格
証
明
書（
国
保
）

の
交
付
に
つ
い
て

地
デ
ジ
へ
の
移
行

の
推
進

答
弁

質
問

質
問

答
弁

★
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般
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市
民
の
大
切
な
税
金
を

使
っ
て
の
新
病
院
建
設
で
あ

る
。患
者
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
、

先
生
方
に
も
魅
力
あ
る
病
院
に

す
る
事
が
医
師
の
確
保
に
繋
が

る
と
思
う
が
。

公
的
病
院
統
合
推
進
室
長

新
病
院
は
、
質
の
高
い
医
療

と
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院

を
目
指
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
研
修
施
設
等
の
充
実
を
図

り
、
医
療
レ
ベ
ル
の
高
い
魅
力

あ
る
病
院
を
目
指
し
ま
す
。

新
病
院
の
経
営
形
態
と

は
ど
ん
な
経
営
を
目
指
す
の

か
。

市
長

公
営
企
業
法
の
全
適
を
目
指

す
。

Ｈ
17
年
に
国
か
ら
譲
与

さ
れ
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
何

件
の
払
い
下
げ
の
申
請
が
あ
っ

た
か
。

建
設
部
長

Ｈ
17
年
か
ら
23
件
の
払
い
下

げ
の
申
請
が
あ
っ
た
。

支
柱
設
置
場
所
の
確
保
）
は
全

て
ク
リ
ア
ー
し
て
い
る
。

往
時
は
伊
万
里
川
か
ら

取
水
し
て
庭
園
に
水
の
あ
る
風

景
が
あ
っ
た
。
①
そ
れ
を
再
現

す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
検
討

が
な
さ
れ
て
い
る
か
②
「
22
世

紀
に
残
す
佐
賀
県
遺
産
」
の
指

定
を
受
け
る
と
ど
の
よ
う
な
対

応
が
な
さ
れ
る
の
か
。

建
設
部
長

①
伊
万
里
川
か
ら
の
取
水
は

地
形
や
水
路
の
状
況
等
か
ら
困

難
。
ど
の
よ
う
な
手
法
で
考
え

る
か
大
坪
塾
の
皆
さ
ん
な
ど
と

協
議
し
た
い
。
②
保
存
の
た
め

の
支
援
と
し
て
５
百
万
円
を
上

限
と
す
る
１
／
２
補
助
制
度
が

あ
る
が
外
観
修
理
が
主
。
大
坪

塾
な
ど
関
係
者
と
の
協
議
を
進

め
つ
つ
、
補
助
範
囲
拡
大
に
つ

い
て
担
当
課
長
会
議
な
ど
で
県

に
要
請
し
て
い
き
た
い
。

（
３
問
省
略
）

盛

泰
子

こ
れ
ま
で
何
度
も
取
り

上
げ
て
き
た
が
、
県
全
体
の
信

号
機
予
算
が
少
な
い
こ
と
が
問

題
。
①
今
年
度
の
設
置
状
況
は

ど
う
か
②
県
へ
の
要
請
に
当
た

り
優
先
順
位
を
決
定
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。
③

３
年
連
続
で
優
先
順
位
１
位
の

「
あ
さ
ひ
が
丘
下
交
差
点
」
へ

の
設
置
見
込
み
は
。

総
務
部
長

①
東
山
代
町
里
工
業
団
地
入

口
の
信
号
は
供
用
開
始
。
啓
成

中
学
校
下
へ
の
新
設
と
山
代
町

久
原
大
踏
切
の
信
号
機
改
良
が

予
定
さ
れ
て
い
る
②
国
・
県
・

市
の
道
路
管
理
者
、
警
察
署
で

選
定
委
員
会
を
構
成
し
事
故
件

数
や
交
通
量
、交
差
点
の
形
状
、

問
題
点
な
ど
を
点
数
化
し
て
客

観
的
に
優
先
順
位
を
決
め
て
い

る
。
③
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た

点
（
国
道
拡
張
に
伴
う
移
転
問

題
、歩
行
者
待
機
場
所
の
確
保
、

草
野

譲

Ｈ
23
年
４
月
の
開
院
に

向
け
て
、
医
療
福
祉
組
合
を
新

た
に
立
ち
上
げ
用
地
交
渉
や
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
病
院
建
設
の
事

務
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
し

か
し
市
民
に
対
し
て
説
明
不
足

の
様
な
感
じ
が
す
る
。
開
院
ま

で
の
一
連
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
う
か
。公的

病
院
統
合
推
進
室
長

計
画
と
し
て
①
用
地
買
収
12

月
ま
で
。
②
Ｈ
21
年
１
月
か
ら

造
成
工
事(

約
６
ヶ
月)

③
病
院

本
体
工
事(

約
一
年
半)

を
予

定
。

今
の
状
況
で
間
に
合
う

の
か
心
配
し
て
い
る
。
そ
こ
で

新
病
院
の
建
設
費
、
総
事
業
費

は
い
く
ら
。

公
的
病
院
統
合
推
進
室
長

こ
れ
は
あ
く
ま
で
予
定
金
額

①
総
事
業
費
54
億
４
７
０
０
万

円
。
②
病
院
本
体
工
事
36
億
１

９
０
０
万
円
。
③
造
成
工
事
費

４
億
円
。

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

多
久
島

繁

久
原
大
踏
切
の
信
号
機

の
設
置
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

総
務
部
長

赤
と
赤
点
滅
に
な
る
信
号
機

を
今
年
度
中
に
は
稼
働
で
き
る

よ
う
設
置
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

臨
港
道
路
の
延
長
は
出

来
な
い
の
か

建
設
部
長

臨
港
道
路
は
港
湾
施
設
で
あ

り
、
港
湾
機
能
を
高
め
る
た
め

の
も
の
で
、
現
時
点
で
は
で
き

な
い
。

看
護
師
・
小
児
科
医
・

麻
酔
科
医
の
確
保
は
ど
う
か
。

公
的
病
院
統
合
室
長

看
護
師
に
つ
い
て
は
10
名
不

足
な
の
で
手
立
て
は
し
て
い

質
問

法
定
外
公
共
物
の
払
い

下
げ
申
請
に
つ
い
て

★自治体の経営する病院事業では、公営企業法のうち財務に関する規定が一部適用されている所が多いが、
組織や職員の身分取扱いに関する規定についても適用していくもの

答
弁

答
弁 前

田
家
住
宅

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

信
号
機
の
設
置

病
院
の
こ
れ
ま
で

の
進
捗
状
況
と
こ

れ
か
ら
の
展
望

久
原
大
踏
切
の

危
険
性
に
つ
い
て

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁 伊

万
里
・
有
田
地
区
統
合
病
院

整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

★
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質

問

く
。
小
児
科
医
に
つ
い
て
は
３

名
で
あ
る
。
麻
酔
科
医
は
当
初

は
置
か
な
い
。

議
会
内
に
地
域
医
療
整

備
対
策
調
査
特
別
委
員
会
が
あ

る
が
、新
病
院
建
設
に
向
け
て
、

こ
の
委
員
会
を
最
大
限
利
用
し

て
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
が
ど
う
思

う
か
。

市
長

委
員
会
と
し
て
の
意
見
も
言

っ
て
ほ
し
い
し
、
そ
れ
を
参
考

に
も
し
た
い
。
病
院
建
設
に
有

意
義
に
生
か
せ
る
よ
う
、
特
別

委
員
会
の
意
見
を
真
摯
に
受
け

止
め
た
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
と
し
て
の
タ
ミ
フ
ル
の
確

保
は
大
丈
夫
か
。

市
民
部
長

国
は
国
民
の
45
％
分
の
タ
ミ

フ
ル
の
備
蓄
に
対
応
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、
い

ざ
と
い
う
時
は
、
県
で
行
っ
て

い
る
タ
ミ
フ
ル
の
確
保
分
を
支

援
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

質
問

答
弁新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
つ
い
て

質
問

答
弁

浜
野

義
則

事
業
計
画
も
ま
と
ま
り

つ
つ
あ
り
、
来
年
４
月
か
ら
試

験
運
行
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

計
画
内
容
を
み
る
と
、
現
在
路

線
バ
ス
13
往
復
・
26
便
が
運
行

さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
５
往

復
・
10
便
に
変
更
さ
れ
る
計
画

で
通
勤
に
も
支
障
を
き
た
す
時

間
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

概
算
収
支
計
画
書
等
も
示
さ

れ
て
い
る
が
、
内
容
等
を
検
討

す
る
と
、
人
件
費
等
が
計
上
さ

れ
て
い
な
い
等
、
ま
だ
ま
だ
問

題
点
も
多
く
、
事
前
に
整
理
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

運
行
に
伴
う
赤
字
補
填
額
が

現
在
よ
り
多
く
な
っ
て
し
ま
う

可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
思
う

が
、
諸
問
題
が
解
決
さ
れ
る
ま

で
試
験
運
行
を
先
送
り
す
る
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
又
、

場
合
に
よ
っ
て
は
白
紙
に
戻
し

て
再
検
討
す
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

市
長
・
産
業
部
長

こ
の
事
業
は
地
元
が
率
先
し

て
取
り
組
ま
れ
、
市
も
地
元
の

要
請
に
よ
り
県
に
採
択
へ
の
働

き
か
け
を
し
て
き
た
こ
と
か

ら
、
試
験
運
行
の
先
送
り
や
白

紙
に
戻
し
た
再
検
討
は
考
え
ら

れ
な
い
。

問
題
点
や
諸
問
題
に
つ
い
て

は
試
験
運
行
を
実
施
し
な
が

ら
、
市
も
一
緒
に
な
っ
て
解
決

を
し
て
い
き
た
い
。

運
賃
収
入
減
等
で
計
画

以
上
の
赤
字
が
出
た
場
合
、
責

任
は
ど
こ
が
負
う
の
か
。

市
長
・
産
業
部
長

利
用
増
進
等
、
極
力
赤
字
が

出
な
い
よ
う
な
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
く
が
赤
字
補
填
で
特

定
の
人
に
責
任
を
負
わ
せ
る
こ

と
は
問
題
が
あ
る
。

県
の
補
助
が
な
く
な
っ
て
も

市
が
将
来
的
に
も
責
任
を
持
っ

て
対
応
し
て
い
く
。

答
弁

質
問

質
問

笠
原

義
久

議
会
は
20
億
円
も
の
補

正
予
算
議
案
を
苦
渋
の
選
択
で

可
決
し
た
が
、
事
故
の
真
相
、

原
因
、
責
任
問
題
を
ど
の
様
に

考
え
て
い
る
か
。

水
道
部
長

堤
防
の
た
わ
み
の
予
測
想
定

は
無
理
だ
っ
た
。
表
層
の
軟
弱

部
分
は
後
で
判
っ
た
こ
と
で
、

国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
、
関

連
文
献
、
専
門
家
、
大
学
教
授

等
の
意
見
を
聞
き
、
工
事
受
注

者
ら
と
の
慎
重
な
協
議
を
重
ね

た
結
果
、
問
題
は
な
い
と
の
事

で
あ
っ
た
。

工
事
の
重
大
性
と
工
法

的
に
難
し
い
と
の
認
識
は
。

水
道
部
長

全
国
的
に
工
法
の
例
が
な

く
、
大
変
難
し
い
と
の
理
解
は

あ
っ
た
。
締
切
後
の
海
水
の
流

入
が
一
番
心
配
さ
れ
た
が
、
海

底
が
水
を
通
し
に
く
い
粘
土
層

と
判
明
、
事
業
に
着
工
し
た
。

周
到
な
調
査
を
し
、
あ
く
ま
で

想
定
外
の
結
果
だ
。
国
の
公
共

事
業
で
も
調
査
の
や
り
直
し
、

設
計
の
変
更
は
あ
り
得
る
こ

と
。

工
事
日
程
、
工
期
が
大

変
短
か
っ
た
の
で
は
。

水
道
部
長

充
分
と
は
言
え
な
い
が
、
短

か
っ
た
訳
で
は
な
い
。

受
注
業
者
に
は
契
約
を

し
、
対
価
を
払
い
、
そ
こ
に
は

信
頼
と
工
事
の
責
任
義
務
が
生

じ
、
結
果
責
任
で
業
者
ミ
ス
と

思
う
が
。水

道
部
長

業
者
に
対
し
問
題
は
な
い
。

責
任
の
所
在
を
明
ら
か

に
さ
せ
る
為
に
は
、
裁
判
と
い

う
方
法
し
か
考
え
ら
れ
な
い
と

思
う
が
。市

長

第
３
者
の
調
査
機
関
を
設
置

し
、
結
果
を
待
つ
。
瑕
疵
が
認

め
ら
れ
た
際
は
そ
の
時
点
で
考

え
る
。

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

地
域
交
通
支
援
モ
デ

ル
事
業
に
つ
い
て

質
問

第
４
工
水
堤
防
工

事
事
故
の
真
相
、

原
因
、
責
任
問
題

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁
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質

問
会
長
や
支
部
長
又
役
員

な
ど
に
成
り
手
が
な
く
、
老
人

ク
ラ
ブ
や
婦
人
会
の
存
亡
が
心

配
さ
れ
る
が
、
市
と
し
て
も
、

支
援
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

教
育
部
長

婦
人
会
は
、
市
の
行
事
な
ど

献
身
的
に
活
動
さ
れ
て
お
り
、

敬
意
を
表
し
た
い
。
行
政
と
し

て
ど
ん
な
支
援
が
で
き
る
か
、

意
見
交
換
や
情
報
交
換
を
行
い

た
い
。

市
民
部
長

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
超
高
齢
化

社
会
の
担
い
手
と
し
て
、
頑
張

っ
て
頂
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
市

と
し
て
も
、
役
員
や
会
員
増
問

題
に
つ
い
て
、
解
決
策
を
見
出

し
た
い
。市

長

会
の
存
亡
は
、
会
員
の
確
保

が
絶
対
的
で
あ
る
。
新
会
員
を

募
る
た
め
、
対
象
者
を
集
め
、

研
修
会
や
講
習
会
を
市
で
開
催

す
る
こ
と
も
良
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

高
木

久
彦

第
４
工
業
用
水
道
の
貯

水
池
建
設
中
、締
切
堤
が
傾
き
、

20
億
円
の
追
加
工
事
が
な
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
事
前
の

調
査
や
設
計
等
に
不
備
は
な
か

っ
た
か
徹
底
し
て
検
証
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

水
道
部
長

国
の
工
事
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
き
、
県
と
協
議
し
な
が
ら
施

行
し
て
お
り
、
締
切
堤
の
変
位

は
、
想
定
外
で
あ
っ
た
も
の
で

あ
る
。
確
か
に
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
い
ろ
ん
な
声
が
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
お
り
、
原
因
に
つ

い
て
究
明
を
し
た
い
。
工
事
に

関
し
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い

る
地
盤
専
門
の
先
生
に
検
証
を

依
頼
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

瑕
疵
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

と
き
は
、
し
か
る
べ
き
対
応
を

取
り
た
い
。

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

工
業
用
水
道
貯
水

施
設
工
事
に
つ
い
て

答
弁 老

人
ク
ラ
ブ
及
び
婦
人

会
の
育
成
に
つ
い
て

11月10日に第3回臨時会が招集されました。

今回の主な議案は、昨年7月、貯水池内海水の

排水過程で発生した締切堤の変位に係る対策

費用で、工事費の財源として企業債を20億円

追加するものです。20年度は工事請負費等の

執行残もあり、実質的には、13億5,400万円

増になる見込みです。

審議にあたっては、責任施行を含めた責任

問題、原因の究明、第3者による検証、今後の

財政的負担、企業との覚書の効力、工期の見

直し、調整等々、さまざまな角度から議論が

あり、難しい判断が求められる中、可決しま

した。

★県の負担に関しては平成21年2月県議会に提出予定。国の補助金に関しては話し合いが進められており
1月に報告の予定。
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★〈コストアピール〉この議会だよりは、１部当たり約14円（印刷費）で作成しています。

編
集
後
記
な
ど

待
望
の
西
九
州
道（
伊
万
里
市
域
）

着
工
式

鍬
入
れ

指定期間指定管理者となる団体の名称指定管理者に委託をしている
公の施設の名称

平成21年４月１日から
平成24年３月31日まで３年社会福祉法人

伊万里市社会福祉協議会伊万里市老人福祉センター

平成21年４月１日から
平成24年３月31日まで３年九州産業株式会社伊万里市老人憩の家（大川老人憩の家・

山代老人憩の家・波多津老人憩の家）
平成21年４月１日から
平成24年３月31日まで３年社会福祉法人 伊万里福祉会伊万里市こどもハートフルセンター

ひまわり園
平成18年４月１日から
平成23年３月31日まで5年社団法人

伊万里・有田地区医師会伊万里休日・夜間急患医療センター

平成21年４月１日から
平成24年３月31日まで３年滝野地区振興期成会伊万里市夢耕房たきの

平成21年４月１日から
平成24年３月31日まで３年伊万里西松浦森林組合伊万里市林業研修センター

平成21年４月１日から
平成24年３月31日まで３年伊万里西松浦森林組合伊万里市木工芸センター

平成21年４月１日から
平成24年３月31日まで３年城地区鉱害復旧揚水施設利用組合伊万里市城@灌漑揚水施設

平成21年４月１日から
平成24年３月31日まで３年大川町コミュニティ運営委員会伊万里市眉山ふるさと館

平成21年４月１日から
平成24年３月31日まで３年伊万里市シルバー人材センター伊万里市大川内山キャンプ場

平成21年４月１日から
平成24年３月31日まで３年伊万里陶磁器工業協同組合伊万里・有田焼伝統産業会館

平成21年４月１日から
平成24年３月31日まで３年九州産業株式会社伊万里市市営駐車場（中央駐車場・船屋町駐車場・

幸善町駐車場･駅前駐車場･駅前広場駐車場･駅前東駐車場）
平成21年４月１日から
平成24年３月31日まで３年株式会社 三和美装伊万里市東駅ビル 西駅ビル

指定管理者制度導入施設一覧 （平成21年度以降分）

指定管理者の導入
伊万里市では平成18（2006）年度に導入。今年度で３年間の期限が切れる施設と新たに2施設

について指定の議決をしました。
指定管理者制度：従来「公の施設」の管理運営主体については公共性確保の観点から、地方自治
法により公共的団体等に限られていましたが（管理委託制度）、地方自治法の一部改正により、民
間事業者やＮＰＯ法人等にも管理運営を委ねられるようになりました。

「
百
年
に
一
度
の
…
」
で
始

ま
る
枕
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
激
動
の
中
、
厳
し
い
新

年
を
迎
え
ま
し
た
。

国
は
も
と
よ
り
市
民
生
活
に

直
接
関
わ
る
市
行
政
も
更
に
知

恵
と
工
夫
で
具
体
的
対
策
と
成

果
が
求
め
ら
れ
る
一
年
に
な
り

そ
う
で
す
。

市
民
の
皆
様
の
声
を
し
っ
か

り
届
け
る
責
任
も
ま
た
痛
感
し

て
い
ま
す
。
昨
年
一
年
間
、
多

く
の
方
に
議
会
傍
聴
に
来
て
頂

き
ま
し
た
。
議
会
へ
の
関
心
・

注
目
を
更
に
向
け
て
頂
く
た
め

に
も
、
分
か
り
や
す
い
議
会
だ

よ
り
に
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
（
雅
）
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純
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